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　　本会は、小学校１校中学校１校で構成さ
れ、今年度は152名の会員で

活動しています。児童・生徒数の減少に伴い
、会員数も年々少なくなって

いますが、「子どもは地域の宝である」という
変わらぬ思いの下、学校行事

への協力や親子環境整備作業・レク、地区活
動への参加など、子どもたち

を支える取り組みを続けています。昨年度よ
り、村教育フォーラムへ参加

協力するという形で、村の教育活動に寄与し
ていくことになりました。村

と本会が一体となり、これからも子どもたち
の健全な育成を目指して活動

して参ります。
（田野畑村PTA連合会　事務局　佐々木　朋美）
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令
和
８
年
度 

一
般
社
団
法
人 
岩
手
県
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会 

定
時
社
員
総
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
ご
多
用
の
中
、
例
年
よ
り
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
光
景
を
前
に
、
ま
ず
は
深
い
感
謝

の
気
持
ち
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
当
連
合
会
の
活
動
に
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
本
日
は
ご
来
賓
の
皆
様
に

も
ご
臨
席
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
６
月
の
総
会
か
ら
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
経

ち
ま
し
た
。
振
り
返
れ
ば
、
計
画
し
て
い
た

事
業
を
無
事
に
実
施
で
き
た
の
は
、
会
員
の

皆
様
、
そ
し
て
関
係
機
関
の
皆
様
の
お
力
添

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
こ
で
少
し
話
題
を
変
え
ま
す
。
近
年
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

「
負
担
が
大
き
い
」「
何
を
し
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
」「
強
制
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
」
こ
う
し
た
声
が
あ
る
こ
と
も
、
私
た

ち
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ら
の
声
は
“
批
判
”
で
は
な

く
、「
も
っ
と
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
期
待
の
裏
返
し 

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
県
Ｐ
連
と
し
て
も
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
割
や
こ
れ
か
ら
の
姿
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
、
よ
り
開
か
れ
た
、
よ
り
参
加
し
や

す
い
組
織
へ
と
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
は
「
皆
さ
ん
の
生
活
を

縛
る
組
織
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
“
子
ど
も

を
思
う
気
持
ち
”
を
そ
っ
と
支
え
る
組
織
」

で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
時
代
の
変
化
が
速
い
今
、
従
来
の
や
り
方

だ
け
で
は
難
し
い
場
面
も
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
未
来
を
見
据
え
、
柔
軟
に
取
り
組

む
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
50
代
前
後
の
世
代
は
、昭
和
の「
や

り
抜
く
力
」を
知
り
、
令
和
の「
変
わ
る
力
」

も
学
べ
る
世
代
で
す
。
ど
ち
ら
か
を
否
定
す

る
の
で
は
な
く
、
両
方
の
良
さ
を
活
か
す
こ

と
で
、
よ
り
良
い
解
決
策
を
見
い
だ
せ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
改
め
て
、
私
が
考
え
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

姿
を
一
言
で
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
先
人
が
繋
い
で
き
た
岩
手
の
地
域
力
を
、

未
来
に
継
承
す
る
“
命
の
営
み
”」

　
岩
手
に
は
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
き
、

地
域
全
体
で
育
て
て
き
た
教
育
振
興
の
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
だ
け
で
も
、
学
校

だ
け
で
も
な
く
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を 

見
守
り
育
て
る
。
誰
か
が
困
っ
て
い
れ
ば
、

自
然
と
手
を
差
し
伸
べ
る
。
そ
の
積
み
重
ね

こ
そ
が
、
岩
手
の
教
育
文
化
で
あ
り
、
私
た

ち
の
誇
り
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
そ
の
営
み
を
今
の
時
代
に
引

き
継
ぐ
場
で
す
。「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
と

き
に
、
で
き
る
こ
と
を
」。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ

の
行
動
が
、
子
ど
も
た
ち
の
背
中
を
そ
っ
と

押
し
、
地
域
の
力
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
は
、
特
別
な
人
だ
け
が
担

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
の

思
い
が
集
ま
り
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
力
、
市

町
村
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
力
、
そ
し
て
岩
手
県
Ｐ
連

の
力
と
な
り
、
役
割
は
違
っ
て
も
、
同
じ
立

ち
位
置
で
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
子
ど
も
た

ち
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
真
ん
中
に
置
き
な
が
ら
、
家
庭
・
地

域
・
学
校
・
行
政
が
、
無
理
な
く
自
然
に 

寄
り
添
い
合
え
る
関
係
を
育
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
各
地
で
の
取

り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
照
ら
す

確
か
な
光
で
す
。
そ
し
て
そ
の
光
は
、
必
ず

次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
今
年
度
の
研
修
会
に
つ
い
て
一

言
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
７
月
４
日

（
土
）
に
開
催
す
る
「
保
護
者
と
教
職
員
の

交
流
研
修
会
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
“
体
験
活
動
”
が
な
ぜ
今
必
要
な
の
か
？

を
問
い
か
け
る
た
め
に
、
岩
手
県
内
の
青
少

年
の
家
の
職
員
の
皆
様
の
全
面
協
力
を
頂
き

企
画
し
ま
し
た
。体
験
は
、仲
間
と
関
わ
り
、

挑
戦
し
、
工
夫
し
な
が
ら
学
ぶ
「
生
き
る
力

の
源
」
で
す
。
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、

体
験
の
機
会
が
減
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
大
人
が
ま
ず
学
び
、
子
ど
も
た
ち
に
届

け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
地
域
に
戻

ら
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
会
員
の
皆
様
に
も
お

声
が
け
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
私
た
ち
が
活
動
し
て
い
く
中
で
、
情
報
が

多
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
何
が
正
し
い
の
か

迷
う
瞬
間
も
あ
り
ま
す
。
も
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
偏
っ
た
情
報
に
よ
り
、
進
む
べ
き
方
向
を

見
失
い
そ
う
に
な
っ
た
時
は
、
ど
う
か
岩
手

県
Ｐ
連
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
」「
お
た
が
い
さ
ま
」
の
精

神
で
、
子
ど
も
も
大
人
も
無
理
な
く
楽
し
く

活
動
で
き
る
よ
う
、
共
に
改
善
を
重
ね
な
が

ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
、
地
域
力
を
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
後
の
事
業
報
告
お
よ
び
議
事
に
お
い

て
、
日
頃
感
じ
て
お
ら
れ
る
疑
問
点
や
改
善

案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
当
連
合
会

は
、会
員
の
皆
様
と
共
に
歩
む
連
合
会
で
す
。 

皆
様
の
お
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の

活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
更
な
る

ご
発
展
と
、
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
、会
長
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
岩
手
県

P
T
A
連
合
会

�
会
長
　
山
下
　
泰
幸

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
︑地
域
力
を
︑未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ 

つ
な
い
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う

会
長
あ
い
さ
つ
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６
月
６
日
（
土
）、
今
年
度
の

定
時
社
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

３
件
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
号
議
案

令
和
７
年
度
事
業
報
告
の
承
認
を

求
め
る
件

　
昨
年
度
は
予
定
し
て
い
た
日
程

と
内
容
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
は
昨

年
度
、
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
兼

ね
て
二
戸
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

７
月
の
交
流
研
修
会
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
も
併
用
し
て
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
型
で
開
催
し
ま
し
た
。
家

庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
は
、
９
月
に
二

戸
地
区
で
、11
月
に
気
仙
地
区
で
、

研
修
を
深
め
な
が
ら
家
庭
の
教
育

力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
共
済
事
業
で
は
、申
請
件
数
は
、

前
年
度
比
で
減
少
し
た
も
の
の
、

骨
折
な
ど
の
け
が
等
に
よ
り
、
支

払
額
は
増
加
し
ま
し
た
。

第
２
号
議
案

令
和
７
年
度
収
支
決
算
の
承
認
を

求
め
る
件

　
予
定
さ
れ
て
い
た
法
人
事
業
及

び
共
済
事
業
等
に
、
計
画
的
に
予

算
を
執
行
し
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

令
和
８
年
度
役
員
選
出
に
関
す
る
件

　
今
年
度
は
、
役
員
改
選
の
年
で

し
た
の
で
、
理
事
19
名
・
監
事
６

名
を
選
任
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
開
催

し
た
新
年
度
の
理

事
・
監
事
に
よ
る

第
２
回
理
事
会
に

て
、
会
長
・
副
会

長
・
常
務
理
事
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
（
代
表
理
事
）

山
下　
泰
幸　

（
重
任
）

①
盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク

②
黒
石
野
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

副
会
長
（
理
事
）

久
保
田
太
一　

（
新
任
）

① 

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

②
一
戸
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
一
戸
町
Ｐ
連
会
長

伊
藤　
直
樹　

（
新
任
）

①
盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク

②
渋
民
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

八
幡　
麻
美　

（
新
任
）

①
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

②
矢
巾
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
矢
巾
町
Ｐ
連
会
長

米
澤　
　
充　

（
新
任
）

①
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

②
八
重
畑
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
花
巻
市
Ｐ
連
会
長

戸
羽　
　
桂　

（
新
任
）

①
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

②
高
田
東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
気
仙
地
区
Ｐ
連
会
長

北
川　
祥
樹　

（
重
任
）

①
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

②
遠
野
東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
上
閉
伊
地
区
Ｐ
連
会
長

　
遠
野
市
P
連
会
長

金
野　
貴
博　

（
再
任
）

①
県
子
育
て
応
援
委
員
会

②
猪
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
県
子
育
て
応
援
委
員
長

理
事

伊
藤　
晶
子
（
新
任
）

①
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

②
普
代
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
久
慈
地
区
Ｐ
連
会
長

　
普
代
村
Ｐ
連
会
長

神
山　
彰
弘
（
新
任
）

①
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

②
御
明
神
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
岩
手
地
区
Ｐ
連
会
長

　
雫
石
町
Ｐ
連
会
長

中
野　
尊
哉
（
新
任
）

①
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

②
和
賀
東
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
和
賀
地
区
Ｐ
連
会
長

　
北
上
市
Ｐ
連
会
長

竹
之
内
健
哉
（
新
任
）

①
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

②
佐
倉
河
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
胆
江
地
区
Ｐ
連
会
長

大
𥔎　
浩
一
（
新
任
）

①
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

②
平
泉
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
一
関
地
方
Ｐ
連
会
長

　
平
泉
町
Ｐ
連
会
長

小
野
寺
康
仁
（
新
任
）

①
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

②
第
一
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
宮
古
地
区
Ｐ
連
副
会
長

　
宮
古
市
Ｐ
連
会
長

佐
々
木
寿
洋
（
新
任
）

②
岩
手
県
小
学
校
長
会

　
（
桜
城
小
校
長
）

吉
田　
　
智
（
新
任
）

②
岩
手
県
中
学
校
長
会

　
（
巻
堀
中
校
長
）

新
た
な
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

～
令
和
８
年
度
定
時
社
員
総
会
～

令
和
８
年
度
の
会
長
・
副
会
長
・
理
事
・

監
事
・
子
育
て
応
援
委
員
を
紹
介
し
ま
す

� （
①
ブ
ロッ
ク
　
②
所
属
・
役
職
　
③
地
区
・
市
町
村
で
の
役
職
）
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苫
米
地
俊
亮
（
新
任
）

②
岩
手
県
小
中
学
校
副
校
長
会

　
（
北
陵
中
副
校
長
）

小
田
美
香
子
（
重
任
）

②
岩
手
県
教
職
員
組
合

　
（
中
央
執
行
副
委
員
長
）

常
務
理
事

久
慈　
　
孝
（
重
任
）

②
県
Ｐ
連
事
務
局
長

監
事

大
沢　
　
剛
（
新
任
）

①
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

②
野
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
久
慈
地
区
P
連
副
会
長

　
野
田
村
P
連
会
長

鈴
木
小
百
合
（
新
任
）

①
盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク

②
仁
王
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
盛
岡
市
P
連
監
事

髙
橋　
　
仁
（
新
任
）

①
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

②
鵜
飼
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
滝
沢
市
Ｐ
連
会
長

葛
巻　
　
剛
（
新
任
）

①
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

②
宮
野
目
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
花
巻
市
Ｐ
連
副
会
長

伊
藤　
善
信
（
新
任
）

①
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

②
一
関
一
高
附
属
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
一
関
市
P
連
副
会
長

佐
藤　
　
剛
（
新
任
）

①
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

②
田
野
畑
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

③
宮
古
地
区
P
連
監
事

　
田
野
畑
村
P
連
会
長

子
育
て
応
援
委
員

髙
橋　
留
美
（
久
慈
地
区
）

②
久
慈
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

釜
石　
美
咲
（
二
戸
地
区
）

②
九
戸
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

滝
浦
智
恵
子
（
盛
岡
地
区
）

②
河
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

武
田　
由
香
（
盛
岡
地
区
）

②
見
前
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

藤
田　
晴
美
（
岩
手
地
区
）

②
松
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

高
橋　
朋
子
（
紫
波
地
区
）

②
紫
波
第
一
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

佐
藤
ひ
ろ
美
（
花
巻
地
区
）

②
八
重
畑
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

加
藤　
信
行
（
和
賀
地
区
）

②
和
賀
東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

及
川　
　
望
（
胆
江
地
区
）

②
金
ケ
崎
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

石
川　
　
瞳
（
一
関
地
区
）

②
平
泉
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

金
野　
貴
博
（
気
仙
地
区
）

②
猪
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

多
田　
宜
史
（
上
閉
伊
地
区
）

②
遠
野
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

萩
原　
寛
之
（
宮
古
地
区
）

②
新
里
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

第１ブロック

第 2ブロック

盛岡ブロック

第３ブロック

第 4ブロック

第 5ブロック

二戸地区

岩手
地区

和賀
地区

花巻市

胆江
地区

一関地方

紫波
地区

久慈
地区

盛岡市

気仙地区

上閉伊地区

●は、令和 8年度「地区事務局」担当市町村

宮古地区
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Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円

1. 事業活動収入
　特定資産運用収入 1,000
　世帯割会費収入（200 円） 13,820,000
　共済掛金収入（600 円） 46,490,000
　参加費収入 0
　補助金等収入　　 150,000
　雑収入 113,000
　　事業活動収入計 60,574,000
2. 事業活動支出
　事業費支出 81,748,387
　管理費支出 7,138,113
　　事業活動支出計 88,886,500
　　事業活動収支差額 △ 28,312,500
Ⅱ投資活動収支の部
1. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 1,000
　　投資活動収入計 1,000
2. 投資活動支出
　特定資産取得支出 1,866,714
　固定資産取得支出 200,000
　　投資活動支出計 2,066,714
　　投資活動収支差額 △ 2,065,714
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 0
　　財務活動支出計 0
　　財務活動収支差額 0
Ⅳ予備費支出 500,786
　　　当期収支差額 △ 30,879,000
　　　前期繰越収支差額 579,662,042
　　　次期繰越収支差額 548,783,042

Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円

1. 事業活動収入
　特定資産運用収入 0
　世帯割会費収入（200 円） 14,219,000
　共済掛金収入（600 円） 48,132,700
　参加費収入 2,448,129
　補助金等収入 150,000
　雑収入 83,288
　　事業活動収入計 65,033,117
2. 事業活動支出
　事業費支出 67,575,994
　管理費支出 6,602,061
　　事業活動支出計 74,178,055
　　事業活動収支差額 △ 9,144,938
Ⅱ投資活動収支の部
1. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 0
　　投資活動収入計 0
2. 投資活動支出
　特定資産取得支出 1,938,323
　固定資産取得支出 0
　　投資活動支出計 1,938,323
　　投資活動収支差額 △ 1,938,323
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 0
　　財務活動支出計 0
　　財務活動収支差額 0
Ⅳ予備費支出 ─
　　　当期収支差額 △ 11,083,261
　　　前期繰越収支差額 590,745,303
　　　次期繰越収支差額 579,662,042

事　業　名 期　日 開催場所
岩手県PTA保護者と教職員の交流研修会 7/4（土） 盛岡市・姫神ホール
共済事業担当者事務説明会 7/28（火） いわて県民情報交流センター

日本PTA全国研究大会奈良大会 8/21（金）・22（土） 奈良県天理市、北葛城郡王寺町、生駒市、御所市、
生駒郡斑鳩町、大和高田市、吉野郡川上村、橿原市

日本PTA東北ブロック研究大会　秋田大会 9/12（土）・13（日） 秋田県秋田市（あきた芸術劇場、秋田市に
ぎわい交流館AU）

盛岡地区家庭教育セミナー 9/26（土） サンセール盛岡（盛岡市）
岩手地区家庭教育セミナー 11/7（土） 野菊ホール（雫石町）
日本PTA全国協議会年次表彰式 11/24（火） 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京）
岩手県PTA連合会年次表彰式 11/28（土） サンセール盛岡
臨時社員総会 翌年3/6（土） サンセール盛岡
国内研修事業（中学２年生対象） 翌年３月 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京）予定

※７月１日現在の予定です

本年度の主な事業予定

令和 8 年度予算の概要 令和 7 年度決算の概要

（詳細については、その都度ご案内します）

※詳細は令和 7 年度定時社員総会議案書をご参照ください。
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今
年
度
の
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
県
内
小
学
校
34
校
、
中
学
校

20
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
応
募
が
あ

り
、
そ
の
審
査
会
を
５
月
20
日

（
水
）
に
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
部
で
は
遠
野
市
立
土
淵
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
『
ぶ
ち
っ
こ
』
が
、
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部
で
は
遠
野
市
立

遠
野
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
『
東
中

の
風
』
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し

た
。（

１
）
小
学
校
の
部

金　

賞
（
１
点
）

遠
野
市
立
土
淵
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
ぶ
ち
っ
こ
」

銀　

賞
（
３
点
）

盛
岡
市
立
見
前
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
み
る
ま
え
」

花
巻
市
立
花
巻
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
早
坂
」

一
関
市
立
山
目
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
蘭
梅
」

銅　

賞
（
２
点
）

盛
岡
市
立
城
南
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
城
南
」

遠
野
市
立
遠
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
だ
い
に
ち
」

審
査
員
特
別
賞
（
５
点
）

盛
岡
市
立
桜
城
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
さ
く
ら
ぎ
」

盛
岡
市
立
本
宮
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
も
と
み
や
」

盛
岡
市
立
太
田
東
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
け
や
き
」

盛
岡
市
立
大
新
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
だ
い
し
ん
」

盛
岡
市
立
向
中
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
む
か
い
な
か
の
」

（
２
）
中
学
校
の
部

金　

賞
（
１
点
）

遠
野
市
立
遠
野
東
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
東
中
の
風
」

銀　

賞
（
１
点
）

遠
野
市
立
遠
野
西
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
文
の
館
」

銅　

賞
（
２
点
）

盛
岡
市
立
上
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
上
田
」

盛
岡
市
立
見
前
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
た
か
や
ぐ
ら
」

審
査
員
特
別
賞
（
４
点
）

矢
巾
町
立
矢
巾
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」

盛
岡
市
立
下
橋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
下
橋
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
」

盛
岡
市
立
厨
川
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
く
り
ち
ゅ
う
」

盛
岡
市
立
西
峰
学
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
西
峰
」

講
評

«優
れ
て
い
た
と
こ
ろ
»

　
全
体
的
に
編
集
や
レ
イ
ア
ウ
ト

に
工
夫
が
見
ら
れ
、
見
出
し
や
写

真
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
視

覚
的
に
も
読
み
や
す
い
紙
面
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
や
市
町
村
広
報
誌
を
思
わ
せ

る
洗
練
さ
れ
た
構
成
で
、「
手
に

取
っ
て
読
み
た
く
な
る
」
工
夫
が

随
所
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
見
出

し
も
簡
潔
で
、
内
容
が
的
確
に
伝

わ
る
点
が
魅
力
で
す
。

　
学
校
行
事
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら

ず
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
焦
点
を
当
て

た
記
事
が
多
く
、
役
員
の
取
り
組

み
や
活
動
内
容
が
具
体
的
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
保
護
者
の
視
点
を
生
か
し
た

紙
面
構
成
に
よ
り
、
活
動
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
、
参
加
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
地
域
の
方
々
の
紹
介
や

学
校
行
事
と
の
関
わ
り
を
通
し

て
、
学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
が

丁
寧
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
生
や
地
域
の
紹
介
か
ら
も
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え

る
姿
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
企
画
や

シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
た
取
材
な
ど
、

読
者
の
興
味
を
引
く
工
夫
も
見
ら

れ
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
活
動
に
関
わ
る
人

の
姿
が
伝
わ
る
構
成
も
効
果
的
で

す
。

︽
今
後
に
期
待
す
る
こ
と
》

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
子
ど
も
た
ち
や

学
校
生
活
に
ど
の
よ
う
な
成
果
を

も
た
ら
し
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
声

を
さ
ら
に
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り

一
層
共
感
を
得
ら
れ
る
紙
面
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
の
連
携

を
継
続
的
な
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
深

掘
り
す
る
こ
と
で
、
広
報
誌
と
し

て
の
発
信
力
の
さ
ら
な
る
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
保
護

者
同
士
の
つ
な
が
り
や
「
参
加
し

て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
実

体
験
、
参
加
し
や
す
い
工
夫
な
ど

を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
よ
り
身
近

で
親
し
み
や
す
い
広
報
紙
と
な

り
、
多
く
の
保
護
者
の
関
心
と
参

加
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

審
査
委
員
：
岩
手
県
教
育
委
員
会

事
務
局
生
涯
学
習
文
化
財
課　
主

任
社
会
教
育
主
事　
浅
沼　
公
紀

『
ぶ
ち
っ
こ
』『
東
中
の
風
』
が
最
優
秀
賞
に
輝
く

岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

�

入
賞
作
品
決
定
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【
教
育
振
興
運
動
と
は
】

　
教
育
振
興
運
動
は
、
学
校
だ
け

に
教
育
を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

家
庭
や
地
域
も
一
体
と
な
っ
て
子

ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
の
も
と
に
進
め
ら
れ
て
い

る
、
岩
手
県
独
自
の
教
育
の
取
組

で
す
。
子
ど
も
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
相
互
に

連
携
し
、
地
域
の
教
育
課
題
に
向

き
合
い
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
主

体
的
か
つ
継
続
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
組
は
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
支

え
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
、
地
域
の
絆
を

強
め
る
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
昭
和
40
年
に
始
ま

り
ま
し
た
。
当
時
、
県
内
各
地
で

地
域
を
あ
げ
て
読
書
活
動
や
生
活

習
慣
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組

み
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を

目
指
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
そ
の
後
、
少
子
化
や
情
報
化
社

会
の
進
展
な
ど
、
時
代
や
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
活
動
内
容
を
広
げ
て
き

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
教
育
水
準

の
向
上
に
加
え
、
子
ど
も
の
健
全

育
成
や
規
範
意
識
の
醸
成
、
家
庭

や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
な
ど
、

幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
岩
手
県
の

教
育
の
充
実
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
ま
す
。

 

令
和
６
年
に
は
運
動
開
始
か
ら

60
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み

や
成
果
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

今
後
の
教
育
の
在
り
方
や
方
向
性

を
確
認
す
る
た
め
の
記
念
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

り
培
わ
れ
て
き
た
地
域
の
力
や
協

働
の
仕
組
み
は
、
岩
手
県
の
教
育

を
支
え
る
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
「
教
育
振
興

運
動
推
進
プ
ラ
ン
2
0
2
4
〜

2
0
2
8
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
に

向
け
た
取
組
を
一
層
強
化
し
て
い

ま
す
。特
に
、「
家
庭
学
習
の
充
実
」

と
「
体
験
活
動
の
充
実
」
を
全
県

共
通
課
題
と
し
て
掲
げ
、
学
習
習

慣
の
定
着
や
豊
か
な
人
間
性
の
育

成
を
図
り
な
が
ら
、「
学
校
を
核

と
し
た
地
域
づ
く
り
」
や
「
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
運
動
の
特
徴
】

　
教
育
振
興
運
動
は
、
子
ど
も
・

家
庭
・
学
校
・
地
域
・
行
政
の
５

者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
役
割

を
尊
重
し
な
が
ら
連
携
し
て
進
め

る
こ
と
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
互
い
に
協
力
し
合
い
、
主
体

的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

で
起
き
て
い
る
教
育
課
題
に
つ
い

て
は
、
住
民
や
関
係
者
が
話
し
合

い
の
場
を
設
け
、
現
状
を
共
有
し

な
が
ら
課
題
の
本
質
を
整
理
し
、

そ
の
地
域
に
合
っ
た
計
画
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
各
地
域
の
自
然
や
文

化
、
歴
史
、
人
材
と
い
っ
た
特
色

を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
で

課
題
解
決
に
取
り
組
む
実
践
的
な

運
動
で
あ
る
点
も
魅
力
で
す
。
子

ど
も
や
保
護
者
の
主
体
的
な
取
組

に
加
え
、教
職
員
や
地
域
の
大
人
、

関
係
団
体
な
ど
多
く
の
人
々
が
関

わ
り
、
見
守
り
や
体
験
活
動
の
提

供
な
ど
を
通
し
て
学
び
を
支
え
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
な
関
わ

り
は
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
や

協
調
性
を
育
む
と
と
も
に
、
地
域

へ
の
愛
着
や
誇
り
の
形
成
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
運

動
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
に

と
っ
て
も
学
び
や
気
づ
き
の
機
会

と
な
り
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を

促
進
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

を
育
て
て
い
く
仕
組
み
を
築
い
て

い
く
と
こ
ろ
に
、
こ
の
運
動
の
大

き
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

【「
教
育
振
興
運
動
」
は
岩
手
の
大

切
な
財
産
・
岩
手
県
が
全
国
に
誇

る
「
岩
手
ら
し
さ
」】

　
平
成
29
年
の
社
会
教
育
法
改
正

に
よ
り
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

の
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

が
、
岩
手
県
で
は
そ
れ
以
前
か
ら

教
育
振
興
運
動
を
通
じ
て
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
土
台
が

築
か
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
長
年

に
わ
た
り
培
わ
れ
た
岩
手
な
ら
で

は
の
仕
組
み
は
、
県
の
大
切
な
財

産
で
あ
り
全
国
に
誇
れ
る
「
岩
手

ら
し
さ
」
と
い
え
ま
す
。

　
今
後
も
多
く
の
人
に
こ
の
運
動

の
意
義
を
広
く
伝
え
、
参
加
と
協

働
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、「
子
ど

も
は
地
域
全
体
で
育
て
る
」
と
い

う
意
識
を
一
層
高
め
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
る

と
と
も
に
、
地
域
の
活
力
向
上
や

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
、
さ
ら

に
は
岩
手
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

プロフィールプロフィール

藤井　茂樹
（ふじい　しげき）

　平成９年岩手県職員として
採用
　令和７年４月１日より当課
総括課長として着任

教育振興運動に
ついて詳しくは
こちらへ

情
報
提
供
～
岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局

い
わ
て
が
誇
る「
教
育
振
興
運
動
」

	

岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
文
化
財
課
　
総
括
課
長
　
藤
井
　
茂
樹
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子
ど
も
達
を
照
ら
す　

太
陽
の
よ
う
に

子
ど
も
達
を
照
ら
す　

太
陽
の
よ
う
に

紫
波
町
立
日
詰
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
は
の
ぼ
る
　
日
は
の
ぼ
る

早
池
峯
山
の
東
か
ら

小
学
校
の
こ
の
丘
を

照
ら
し
て
朝
の
　
日
は
の
ぼ
る

　

校
歌
の
一
番
で
す
。
本
校
は

1
5
3
年
目
を
迎
え
、
長
い
伝
統

を
誇
り
、
紫
波
町
の
中
心
地
域
の

高
台
に
位
置
す
る
小
学
校
で
す
。

　

そ
し
て
、
本
校
P
T
A
会
員

は
、
奥
州
街
道
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
、
当
時
の
面
影
を
残
す

日
詰
商
店
街
周
辺
の
古
く
か
ら

の
方
々
と
、
紫
波
中
央
駅
周
辺

の
開
発
で
誕
生
し
た
住
宅
地
の

新
し
い
方
々
が
多
く
を
占
め
ま

す
。
新
旧
の
住
人
が
ま
じ
り
あ
っ

た
地
域
で
す
。

　

本
校
P
T
A
で
は
、
子
ど
も
の

教
育
環
境
を
整
え
る
活
動
や
、
学

校
を
核
と
し
て
保
護
者
同
士
が
繋

が
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
に
寄
与
す
る
活
動
が
盛
ん
で
す
。

　
昨
年
度
は
、親
子
鑑
賞
教
室（
金

山
太
鼓
）
や
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

（
百
円
お
さ
が
り
会
）
を
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
区
P
T
A
が

運
営
す
る
子
ど
も
会
の
活
動
も
盛

ん
で
、
子
ど
も
た
ち
は
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
で
多
種
多
様
な
体
験
を

し
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
P
T
A
活
動
は
、
第
二

の
日
詰
小
学
校
。
学
び
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
担
う
P
T
A
の
方
々
は
、
子
ど

も
達
を
照
ら
す
太
陽
の
よ
う
に
、

あ
た
た
か
く
沢
山
の
恵
み
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

　
今
年
度
も
日
詰
の
日
は
の
ぼ
り

ま
す
。

（
校
長　
女
鹿
芳
文
）

新
・
大
船
渡
中

新
・
大
船
渡
中  

地
域
と
と
も
に
歩
む

地
域
と
と
も
に
歩
む
P
T
A

P
T
A
の
一
歩

の
一
歩

大
船
渡
市
立
大
船
渡
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
令
和
７
年
度
に
新
設
さ
れ
た
大

船
渡
中
学
校
で
は
、
地
域
と
学
校

が
協
力
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

P
T
A
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
秋
か
ら
の
校
舎
改

修
工
事
を
控
え
、
運
動
会
前
に

全
校
で
環
境
整
備
作
業
を
行
う

新
た
な
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
・
２
年
生
は
普
段
は
危
険
で

生
徒
だ
け
で
は
行
え
な
い
校
舎

の
窓
ふ
き
を
、
３
年
生
は
校
庭

の
草
取
り
を
担
当
し
、
学
年
ご

と
に
役
割
を
分
担
し
て
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
生
徒
と
と

も
に
会
員
が
自
ら
学
校
環
境
を

整
え
る
姿
は
、
新
設
校
と
し
て

の
新
し
い
伝
統
づ
く
り
の
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。

　
P
T
A
専
門
委
員
会
の
活
動
も

着
実
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
動

会
や
文
化
祭
で
の
駐
車
場
整
理
、

学
校
保
健
会
で
の
協
力
に
加
え
、

文
化
委
員
会
で
は
岩
手
県
警
大
船

渡
警
察
署
の
方
を
講
師
に
招
き
、

生
徒
対
象
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
講
演
会
を
P
T
A
研
修
と

併
せ
て
実
施
し
ま
す
。
家
庭
と
学

校
が
共
に
学
び
、
子
ど
も
た
ち
を

守
る
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
取
組
で
す
。

　
ま
た
、
広
報
誌
「
か
け
は
し
」

の
発
行
や
、
令
和
８
年
度
か
ら
の

学
級
単
位
で
の
専
門
委
員
選
出
な

ど
、
参
加
し
や
す
く
持
続
可
能
な

P
T
A
運
営
を
目
指
し
た
見
直
し

も
進
め
て
い
ま
す
。
新
設
校
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、
よ
り
よ
い
形
を
模
索
し

な
が
ら
活
動
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
大
船
渡
中
学
校
P
T
A

は
、
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち

の
学
び
と
成
長
を
支
え
る
た
め
、

特
色
あ
る
活
動
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
事
務
局　
熊
谷
宗
紀
）

特色あるPTA

　　紫
波町
北
か
ら

南
か
ら

大船渡
市

大船渡
市

20262026

20262026

百円おさがり会

迫力の金山太鼓

道具を持ち寄りいざ作業開始！ 親子パワーで予定より早く終了！
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今
回
の
日
本

P
T
A
国
内
研

修
事
業
で
は
、

沢
山
の
事
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
初
日
の
出
発
時

は
、
こ
れ
か
ら
会
う
人
た
ち
と
の
出

会
い
や
楽
し
み
の
気
持
ち
の
方
が
大

き
か
っ
た
か
ら
か
、
あ
ま
り
緊
張

せ
ず
に
い
ら
れ
た
。
い
ざ
会
場
に
到

着
す
る
と
事
務
局
の
方
々
含
め
み
ん

な
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
話
し
や

す
く
、
更
に
期
待
が
大
き
く
な
っ
て

行
っ
た
。
そ
の
後
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

で
、
班
の
人
と
甘
党・辛
党
や
犬
派・

猫
派
な
ど
共
通
点
を
見
つ
け
る
た
め

様
々
な
角
度
か
ら
質
問
し
合
う
こ
と

で
互
い
を
更
に
理
解
し
合
い
、
距
離

を
縮
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
日
目
の
「
Y
C
A
P
」
で
は
、

出
さ
れ
た
課
題
に
向
か
っ
て
グ
ル
ー

プ
で
一
つ
一
つ
取
り
組
ん
だ
。
個
々

で
解
決
し
よ
う
と
し
て
達
成
で
き
な

い
問
題
も
、
グ
ル
ー
プ
全
員
が
課
題

の
本
質
を
理
解
し
、
協
力
す
る
こ
と

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
解
決
で
き
た

事
は
大
き
な
達
成
感
が
あ
っ
た
。
置

か
れ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
他
人
事

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
自
分
の
意

見
を
持
ち
な
が
ら
他
者
の
意
見
も

聞
い
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
た
。

　

３
日
目
は
、
都
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
で
私
た
ち
の
班
は
、
み
ん
な
で

話
し
合
っ
て
決
め
た
法
務
省
旧
本

館
、
浅
草
寺
、
東
京
駅
に
行
っ
た
。

自
分
達
だ
け
で
の
都
内
の
電
車
移
動

は
、
何
番
線
か
ら
の
乗
車
か
が
分
か

ら
ず
焦
っ
た
り
、
戸
惑
っ
た
り
し
た

が
、
駅
員
さ
ん
に
聞
く
な
ど
し
、
無

事
電
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
。
都

庁
で
は
、
加
賀
谷
さ
ん
か
ら
夢
に
つ

い
て
の
講
演
を
聞
い
て
、
諦
め
た
ら

そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
た

だ
し
、
挑
戦
し
続
け
れ
ば
成
功
の

チ
ャ
ン
ス
が
自
分
に
も
あ
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
４
日
目
の
閉
講
式
で
は
、
74
人
の

メ
ン
バ
ー
と
こ
ん
な
に
深
く
共
感
し

た
り
、達
成
感
を
味
わ
え
た
嬉
し
さ
、

楽
し
か
っ
た
思
い
出
が
こ
み
上
げ
て

き
た
。
こ
の
研
修
に
参
加
す
る
前
の

私
は
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
事
だ
け

を
す
る
人
間
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
研
修
を
終
え
て
、
私
は
こ
れ
か
ら

生
き
て
い
く
上
で
心
に
火
を
灯
す
目

標
を
見
つ
け
た
い
。
そ
の
目
標
達
成

の
た
め
に
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な

事
が
何
な
の
か
考
え
て
、
も
し
相
手

が
存
在
す
る
事
だ
っ
た
ら
相
手
の
事

を
理
解
し
な
が
ら
、
広
い
視
野
で
進

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
新
し

い
考
え
方
を
自
分
に
教
え
て
く
れ
た

仲
間
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
内
研
修
に
参
加
し
て
私
が
得
た
力
と
学
ん
だ
こ
と

	

滝
沢
市
立
滝
沢
南
中
学
校
　
長
瀨
　
　
結

　
国
内
研
修
に
参

加
し
て
私
は
た
く

さ
ん
の
思
い
出
と

大
好
き
な
友
達
が

で
き
た
。

　
１
日
目
、
東
京
駅
に
着
い
た
時
か

ら
人
や
雰
囲
気
に
田
舎
者
は
や
ら
れ

そ
う
だ
っ
た
。
そ
の
日
の
東
京
は
雨

で
つ
い
に
天
気
さ
え
も
私
の
味
方
を

し
て
く
れ
な
い
気
が
し
て
半
分
泣
い

た
。
し
か
し
、
研
修
施
設
に
行
く
バ

ス
で
隠
し
持
っ
て
い
た
お
喋
り
を
発

揮
し
た
ら
不
安
な
気
持
ち
と
は
裏
腹

に
嘘
み
た
い
に
友
達
が
で
き
た
。
無

事
活
動
班
の
メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ

幸
先
の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

久
し
ぶ
り
に
新
し
く
友
達
を
作
る
体

験
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

　
２
日
目
は
活
動
班
の
み
ん
な
と
協

力
し
て
闇
バ
イ
ト
の
謎
を
解
決
し
た

り
ど
ん
な
人
が
狙
わ
れ
て
ど
ん
な
人

が
狙
わ
れ
に
く
い
の
か
を
学
ん
だ
。

午
後
に
は
他
の
班
の
人
達
と
体
を
動

か
し
て
相
手
の
こ
と
を
よ
く
知
る
機

会
と
な
り
友
情
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
３
日
目
は
一
昨
日
出
会
っ
た
ば
か

り
の
仲
間
と
東
京
の
街
に
出
た
。
千

代
田
線
で
行
く
つ
も
り
が
突
如
山
手

線
で
30
分
電
車
に
揺
ら
れ
、
時
間
が

あ
る
と
隙
を
見
せ
て
い
た
ら
最
後
の

集
合
場
所
に
ギ
リ
ギ
リ
３
分
前
に
着

く
な
ど
見
事
な
計
画
性
の
な
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
。
だ
け
ど
と
て
も
楽

し
く
て
一
日
中
ず
っ
と
笑
っ
て
過
ご

し
た
。
計
画
通
り
に
行
か
な
い
こ
と

も
多
々
あ
っ
た
け
ど
親
や
大
人
の
同

行
無
し
に
自
分
た
ち
は
こ
こ
ま
で
や

れ
る
ん
だ
！
と
自
分
た
ち
の
成
長
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
日
数
だ
け
み
る
と
短
く
て
満
足
で

き
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
内

容
一
つ
一
つ
が
濃
く
て
と
て
も
長
く

感
じ
た
４
日
間
だ
っ
た
。
最
終
日
に

は
友
達
と
の
別
れ
が
惜
し
く
涙
し

た
。
ど
ん
ど
ん
離
れ
て
い
く
み
ん
な

を
見
て
心
に
ぽ
っ
か
り
穴
が
開
い
た

よ
う
な
感
覚
が
家
に
帰
っ
て
か
ら
も

続
い
た
け
れ
ど
私
は
こ
う
思
え
る
の

が
と
て
も
嬉
し
い
。
な
ぜ
な
ら
た
っ

た
４
日
間
一
緒
に
過
ご
し
た
だ
け
で

今
で
は
会
い
た
く
て
た
ま
ら
な
い
宝

物
に
な
っ
た
か
ら
。

　
国
内
研
修
事
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
私
た
ち
の
為
に
た
く
さ
ん
動

い
て
く
れ
て
い
た
日
P
の
方
々
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

研
修
に
参
加
で
き
て
自
分
の
居
場
所

そ
し
て
仲
間
の
大
切
さ
な
ど
が
再
確

認
で
き
ま
し
た
。
４
日
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
か
お

会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
国
内
研
修
事
業

参
加
者
感
想

国
内
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
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　ご寄稿をいただいた、田野畑村 P 連、日詰小 PTA、大船渡中 PTA、岩手県教育委員会事務局生涯学
習文化財課の藤井茂樹総括課長様、そして国内研修の参加報告をいただいた、滝沢南中の長瀨 結さん、
花泉中の須藤理玖さんに心より感謝申し上げます。お忙しいところ本当にありがとうございました。
　６月６日（土）の定時社員総会で昨年度の事業と決算を承認いただくとともに、今年度の役員の選出
と事業と予算の確認を行い、令和８年度の事業がスタートしました。
　今年度の研修事業については、全国研究大会は奈良県天理市等で８月に、東北ブロック研究大会は秋
田県秋田市他で９月に開催されます。また、７月の岩手県ＰＴＡ保護者と教職員の交流研修会や盛岡
地区（９月）・岩手地区（11 月）での家庭教育セミナーも開催します。各市町村での研修会も含めて、
子どもたちの笑顔あふれる健やかな成長のためにも、学びを深めるとともにたくさんの仲間づくりをし
ていただけるよう、多くの会員の皆様の参加をお待ちしております。

　岩手県 PTA連合会では、『（１）PTA活動の遂行に伴う賠償責任』や『（２）受託者賠償責任』を補
償する【賠償責任保険】に加入しています。
（１）�ＰＴＡが企画・立案して主催する各種学習活動および実践活動（PTA活動）中に、第三者（PTA

会員を含みます）に与えた身体の障害または財物の滅失、き損、もしくは汚損（以下「損壊」と
いいます）につき、法律上の賠償責任を負担することによって被る損害を補償するもの。

	 【事故例】・水泳大会を開催中に、児童が死亡し監督上の責任を問われた。
	 ・映画会を主催した時に、入場者多数のため将棋倒しとなりケガ人が出た。
（２）�PTAが具体的に活動するにあたって第三者からスポーツ用具、各種教育資材を借り受けて実施し

た時に、使用・管理している間に借用物を損壊したり紛失したりしたことによって、法律上の賠
償責任を負担することによって被る損害を補償するもの。

	 【事故例】・ＰＴＡ主催のスポーツ大会中にボールで隣接する民家のガラスを割ってしまった。
	 ・学校から借りたバレーボールネットが盗まれた。
　　　保険契約者：一般社団法人岩手県 PTA連合会
　　　保険期間　：令和８年４月１日午後４時から１年間
　　　被保険者　：岩手県 PTA連合会および単位 PTA、市町村 PTA、地区 PTA
　　　保険金額　：（１）対人賠償　　１名につき	 3，０００ 万円
	 １事故につき	 3 億円
	 対物賠償	 １事故につき	 １００ 万円
　　　　　　　　　（２）対物賠償　　会員１名につき	 １０ 万円
	 保険期間中限度額	 ５００ 万円
	 ※ただし、１事故につき自己負担額が発生します
	 （詳細は黄色のパンフレットをご覧ください）

事故が起きたら・・・
　　事故が起こった場合は、ただちに取扱代理店または損保ジャパンまでご連絡ください。
　　平日夜間、土日祝日の場合は、事故サポートセンターまでご連絡ください。
　　　◆平日昼間（午前９時から午後５時まで）
	 取扱代理店　損保ジャパンパートナーズ株式会社　岩手支店　担当：山口
	 ℡　０１９ － ６０６ － ３５６１
	 損害保険ジャパン株式会社　盛岡保険金サービス課
	 ℡　０１９ － ６５３ － ４１４５
　　　◆平日夜間（午後５時から翌日午前９時まで）及び土日祝日
	 事故サポートセンター	 　℡　０１２０ － ７２７ － １１０

もしものときに、ご活用ください
PTA賠償責任保険


